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東京清掃労働組合退職者会機関紙

学習交流会
■開催日　９月１４日（金）
　　　　　　午後１時 15 分開会
■会　場　清掃会館地下ホール
■テーマ　安倍政治を終らせるために
　　　　　なにをすべきか（仮題）
　　　　　講師：勝島一博さん
　　　　　　　　（平和フォーラム事務局長）
　　　　 ※学習会終了後、交流会

ＳＴＯＰ！安倍政治！
９.14学習交流会

ハクサンチドリ
（八方池にて）

■
安
倍
の
悪
ら
つ
な
手
口

　

安
倍
政
権
の
手
口
は
「
選
挙
前

の
猫
な
で
声
」
と
、
何
か
を
や
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る

「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
特
徴
で
す
。

　

選
挙
前
は
国
民
受
け
だ
け
を
狙

い
、
選
挙
が
終
わ
る
と
悪
法
の
強

行
採
決
に
次
ぐ
強
行
採
決
。
一
方

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」、「
一
億
総
活
躍
社
会
」、「
女

性
が
輝
く
社
会
」、は
て
は
「
革
命
」

を
連
発
。
し
か
し
、
何
一
つ
成
果

を
上
げ
て
い
ま
せ
ん
。
目
く
ら
ま

し
だ
か
ら
中
身
は
な
い
の
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
７
月
20
日
に

閉
幕
し
た
通
常
国
会
は
ひ
ど
い
も

の
で
し
た
。
国
会
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
安
倍
政
権
の
暴
走
が
止
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
安
倍
政
治
に
終
わ
り
を

　

第
二
次
安
倍
政
権
の
５
年
７
月
。

特
定
秘
密
保
護
法
、
戦
争
法
、
共

謀
罪
法
と
戦
争
の
で
き
る
国
へ
向

け
て
ひ
た
走
っ
て
い
ま
す
。

　

金
持
ち
優
遇
の
経
済
政
策
で
実

質
賃
金
は
低
下
、
貧
困
と
差
別
が

拡
大
。
外
交
も
ア
メ
リ
カ
の
言
い

な
り
。
こ
ん
な
政
権
は
一
日
も
早

く
退
陣
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
９
月
14
日
の
学
習
会
で
、

安
倍
政
治
を
終
ら
せ
る
た
め
に
、

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

美ら海壊すな！土砂で埋めるな！5.26 国会包囲

安倍９条改憲 NO！安倍内閣退陣 4･19 国会前行動

民主主義をないがしろにし、
戦争のできる国へ突き進む
安倍政治を終らせよう！



　
　

幹　
　

事　

柳
副
会
長

＊
東
京
都
職
員
退
職
者
連
合
会

　
　

会
計
監
査　

丹
野
副
会
長

　
　

幹　
　

事　

庄
司
会
長

(2)
企
画
会
議
構
成
員

　

企
画
会
議
は
、
会
の
行
事
の
お

膳
立
て
を
検
討
す
る
場
で
す
。

　

定
期
総
会
前
と
同
じ
メ
ン
バ
ー

（
庄
司
会
長
、
戸
枝
事
務
局
長
、
箱

田
幹
事
）
で
引
続
き
対
応
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

(3)
専
門
部
の
役
割
分
担
と
幹
事
配

　

置
は
、
別
記
の
と
お
り
で
す
。

　

来
年
は
参
議
院
選
挙
の
年
で
す
。

　

自
治
労
組
織
内
候
補
と
し
て
、

岸
ま
き
こ
さ
ん
が
相
原
久
美
子
さ

ん
の
後
継
に
決
ま
り
ま
し
た
。
東

京
清
掃
退
職
者
会
と
し
て
、
自
治

退
都
本
部
方
針
を
踏
ま
え
、
推
薦

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
取
組
み
は
、
東
京
清
掃

や
自
治
退
都
本
部
の
決
定
を
踏
ま

え
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

９
月
か
ら
３
月
ま
で
の
主
な
行

事
日
程
を
決
め
ま
し
た
。
９
月
14

日
の
学
習
会
を
除
く
案
内
は
３
面

記
載
の
通
り
で
す
。
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７
月
17
日
に
定
期
総
会
後
初
め

て
の
幹
事
会
と
専
門
部
会
を
開
き
、

機
関
運
営
の
役
割
分
担
を
決
め
、

参
議
院
選
挙
候
補
者
の
推
薦
、
来

年
３
月
ま
で
の
主
な
行
事
日
程
を

確
認
し
ま
し
た
。

(1)
上
部
団
体
役
員
・
幹
事

　

現
在
の
役
員
・
幹
事
が
引
続
き

担
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

＊
自
治
体
退
職
者
会
東
京
都
本
部

第１回
幹事会

①
退
職
者
会
機
関
運
営
の
役

割
分
担
、
②
参
議
院
候
補
者

推
薦
、
③
来
年
３
月
ま
で
の

会
の
主
な
行
事
日
程
を
確
認

上
部
団
体
や
事
務
局
・
専
門

部
運
営
の
役
割
分
担
を
確
認

　組織共闘部織強化及び共闘に関わる業務
①会員拡大対策
②各種行動配置の判断と引率
③行事企画・運営
　＊学習交流会　＊新春の集い　＊定期総会

■専門部の役割分担

　　　　　　　　幹　　事　　　　　　　担当三役

組
織
共
闘
部

文
化
厚
生
部

　会員及び家族の親睦と友好、健康保持に関わる
業務
①レク企画・運営
　＊お花見ウォーキング　＊演芸を楽しむ会
　＊秋のフィールドワーク
②旅行会企画・運営
③自治退「安心総合共済」、その他共済関連業務

■専門部配置

組織共闘部　岡澤、押田、佐藤　　　　 庄司、戸枝

　　　　　　渡辺、岩渕、山岸、箱田、　
文化厚生部　　　　　　　　　　　　　 丹野、柳
　　　　　　篠田

来
年
の
参
院
選
へ　
　
　
　

岸
ま
き
こ
さ
ん
推
薦
を
決
定

９
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の

主
な
行
事
日
程
を
確
認

●
「
べ
た
」
↓
汗
は

か
い
て
い
な
い
よ
う

で
も
べ
た
べ
た
し
た

感
じ
が
あ
れ
ば
危
険
。

●
「
だ
る
」
↓

な
ん

と
な
く
元
気
が
な
い
、

食
欲
減
退
し
て
い
る

と
き
も
危
険
。

●
「
ふ
ら
」
↓
な
か
な
か
汗
が
と

ま
ら
な
い
、
立
ち
上

が
る
と
き
、
い
つ
も

よ
り
ふ
ら
ふ
ら
す
る

よ
う
な
ら
、熱
中
症
。

●
「
い
た
」
↓
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
で
こ
む
ら
返
り

が
お
き
た
り
、
顔

が
熱
っ
ぽ
い
は
熱

中
症
。
医
者
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

●
自
分
で
で
き
る
早
期
診
断

　

手
の
甲
を
つ
ま
み

あ
げ
た
後
が
戻
ら
ず

「
富
士
山
」
が
で
き
る

よ
う
な
ら
、
脱
水
症

を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

熱中症に
注意を

　

今
夏
の
暑
さ
は

危
険
水
域
で
す
。

家
の
中
で
も
熱
中

症
の
危
険
。
熱
中

症
予
防
の
た
め
の

脱
水
症
状
サ
イ
ン

を
紹
介
し
ま
す
。



２月７日（木）
演芸を楽しむ会

▼開催日　２月７日（木）
▼演　目　国立演芸場２月上席
　　　　　＊出演者は１月初めに決まる
▼参加費　５００円
　　　　　＊ 65 歳未満 1,000 円
▼募　集　１月に案内送付の予定

11月11日～12日
「ニュー・グリーンピア津南」

一泊でのんびり
●宿　泊　ニュー・グリーンピア津南
●主な行程
　１日目＝新宿集合８時 15 分・８時 30 分発
　　　　　津南着 12 時 30 分
　　　　　お昼は各自、温泉利用は自由。
　　　　　夜は個室でカラオケ付、飲放題。
　２日目＝午前中、秋山郷散策ツアー。
　　　　　ホテルで昼食。18 時頃新宿着。
●参加費　１万６千円（２日目の昼食付）
　　　　　二人で個室は２千円 × ２プラス。
●留意点　バスは他の一般客と一緒。
●募　集　９月に案内送付

３月上旬から
「終活」テーマに
連続講座も視野

▽開催日　３月上旬から
▽テーマ　「終活」シリーズ
　　　　　①エンディングノート
　　　　　②相続など法律関係
　　　　　③葬式・お墓事情
　　　　　④年金等死別後の遺族の生活
▽実施方法
　　　　　上記４テーマを２～４回に分け
　　　　　て実施。連続講座もイメージ。
▽スケジュール
　　　　　９月幹事会または 11 月幹事会で
　　　　　実施案決定（募集は２月以降）

１月19日（土）
新春の集い

▼開催日　１月１９日（土）
▼場　所　飯田橋「楼蘭」
　　　　　＊昨年と同じ中国料理店
▼参加費　３千円の予定
　　　　　＊昨年同様のパフォーマンス予定
▼募　集　１２月に案内送付の予定

１０月１６日（火）
秋のフィールドワーク

「東京大空襲と墨田の歴史をたどる」

■開催日　１０月１６日（火）
■集　合　１０時・東武浅草駅前
■テーマ　東京大空襲跡と墨田の歴史探訪
■コース　①「すみだ郷土文化資料館」で「東
　　　　　　京空襲の体験画展」と墨田の
　　　　　　歴史展示を見学
　　　　　②昼食後、向島界隈散策
　　　　　※詳細は検討中
■参加費　未定（昼食場所による）
■募　集　９月に案内送付

３
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来年３月までの主な行事案内
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６
月
７
日
～
８
日
、
箱
根
路
開

雲
で
自
治
体
退
職
者
会
東
京
都
本

部
学
習
会
が
開
か
れ
、
柳
副
会
長

が
参
加
し
ま
し
た
。
学
習
会
の
内

容
は
「
社
会
保
障
制
度
の
現
状
と

展
望
」、
講
師
は
川
端
自
治
退
事
務

局
長
で
し
た
。
講
義
内
容
は
多
岐

に
亘
り
ま
す
が
、
特
に
強
調
さ
れ

た
点
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
数
や
医
療
費
が
毎

年
増
加
し
、
現
役
世
代
の
保
険
料

や
税
負
担
が
重
く
な
っ
て
お
り
、

世
代
間
の
公
平
性
と
持
続
可
能
性

確
保
が
必
要
と
、
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
の
自
己
負
担
を
２
割
に

す
る
考
え
方
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

70
歳
～
74
歳
は
段
階
的
に
２
割

負
担
を
実
施
し
て
い
る
が
、
75
歳

到
達
後
も
２
割
負
担
の
ま
ま
と
す

る
方
法
で
、　
「
現
役
は
３
割
負
担
。

後
期
高
齢
者
の
自
己
負
担
を
２
割

に
し
て
も
問
題
な
い
。」と
い
う
論
。

　
「
と
ん
で
も
な
い
」。
75
歳
超
の

医
療
費
は
５
倍
に
な
る
。
高
齢
１

割
と
現
役
３
割
の
実
質
負
担
比
較

で
は
高
齢
者
は
５
／
３
倍
。
２
割

負
担
な
ら
10
／
３
倍
に
、
医
者
に

か
か
れ
な
い
高
齢
者
が
増
え
る
。

安
易
な
負
担
増
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
を
２

割
と
す
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

「
医
療
は
３
割
負
担
。
介
護
を
２
割

に
し
て
も
問
題
な
い
。」と
い
う
論
。

　
「
と
ん
で
も
な
い
」。
医
療
は
基

本
的
に
短
期
の
対
応
が
中
心
だ
が
、

介
護
は
長
期
に
わ
た
る
ケ
ア
に
な

る
た
め
、
負
担
の
度
合
い
が
違
う
。

に
よ
っ
て
い
る
が
、
ス
ト
ッ
ク
で

あ
る
「
資
産
」
を
判
定
基
礎
に
加

え
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
「
と
ん
で
も
な
い
」。
不
労
所
得

の
代
表
例
「
株
式
譲
渡
益
課
税
」

は
一
律
20
％
の
分
離
課
税
で
高
額

所
得
者
優
遇
税
制
だ
。
本
来
、
総

合
課
税
に
す
べ
き
。
こ
れ
に
手
を

つ
け
ず
資
産
を
狙
う
の
は
許
せ
な

い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
の
ぞ
け
る

預
貯
金
以
外
の
貴
金
属
・
美
術
品

等
の
資
産
を
対
象
外
に
す
る
な
ら
、

高
額
資
産
家
優
遇
制
度
に
な
る
。

　

経
済
成
長
や
人
口
動
態
を
踏
ま

え
、
支
え
手
の
負
担
能
力
を
超
え

る
よ
う
な
医
療
費
の
増
加
が
あ
っ

た
場
合
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ

き
給
付
率
を
自
動
的
に
調
整
す
る

仕
組
み
を
人
口
減
少
が
本
格
化
す

る
前
に
導
入
す
べ
き
と
い
う
考
え

方
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る

に
「
年
金
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
」
的
方
式
を
医
療
に
導
入
し
よ

自治退
都本部
学習会

後
期
高
齢
者
医
療
２
割
負
担

介
護
保
険
を
２
割
負
担
に

医
療
・
介
護
負
担
に
資
産
勘
案

医
療
保
険
給
付
率
の
自
動
調
整

う
と
い
う
考
え
方
。

　
「
と
ん
で
も
な
い
」。
医
療
保
険

の
負
担
率
は
長
期
安
定
が
必
要
。

毎
年
負
担
率
が
変
わ
る
よ
う
な
制

度
に
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
３
割

負
担
が
保
険
制
度
と
し
て
限
度
だ
。

　

財
務
省
は
相
変
わ
ら
ず
「
年
金

支
給
開
始
年
齢
引
上
げ
」
を
画
策

し
て
い
る
。
現
受
給
者
は
逃
げ
切

り
、
将
来
世
代
の
負
担
増
に
な
る
。

　

検
討
す
べ
き
は
、
高
齢
期
就
労

の
増
に
対
応
す
る
「
受
給
繰
り
下

げ
を
75
歳
ま
で
拡
大
可
能
」
と
す

る
こ
と
。
年
金
財
政
に
も
個
人
的

に
も
年
金
額
増
の
両
ど
く
。

　

社
会
保
障
の
レ
ベ
ル
低
下
を
防

ぐ
手
段
は
、
雇
用
と
子
育
て
の
充

実
。
子
育
て
支
援
は
焦
眉
の
課
題
。

財
源
は
税
が
望
ま
し
い
が
、
急
な

増
税
は
困
難
。退
職
者
連
合
は
、「
医

療
・
介
護
・
年
金
保
険
の
制
度
存
続
」

の
考
え
方
に
着
目
し
「
各
保
険
料

年
金
支
給
開
始
年
齢
引
上
げ

子
育
て
の
財
源
を
ど
う
捻
出

社
会
保
障
制
度
の
現
状
と
展
望

︵
持
続
可
能
な
社
会
保
障
維
持
の
た
め
に
︶

講師の川端さん
（今回の写真ではありません）

か
ら
子
育
て
基

金
」
を
負
担
す

る
考
え
方
を
検

討
素
材
と
し
て

提
起
し
た
。

　

現
役
並
み
所
得

者
の
負
担
２
割
を
、

検
証
せ
ず
３
割
負

担
を
導
入
し
た
こ

と
の
方
が
問
題
だ
。

　　

医
療
・
介
護
の
自
己
負
担
能
力

の
判
定
は
、フ
ロ
ー
で
あ
る「
所
得
」
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憲
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６
月
14
日
、
田
町
交
通
ビ
ル
で

東
京
高
齢
者
・
退
職
者
連
合
の
学

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
当
面

の
政
治
課
題
」
と
題
す
る
立
憲
民

主
党
の
講
演
会
で
、
庄
司
会
長
と

柳
副
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

枝
野
代
表
の
講
演
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
衆
院
の
情
勢
が

緊
迫
す
る
中
、
急
遽
、
福
山
幹
事

長
（
参
議
院
議
員
）
に
交
代
し
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、

福
山
幹
事
長
の
講
演
内
容
で
す
。

　

福
山
幹
事
長
は
京
都
出
身
、
25

年
前
、
失
業
保
険
を
も
ら
い
な
が

ら
街
頭
に
立
ち
、
98
年
の
参
院
選

で
初
当
選
し
、
現
在
に
至
っ
た
。

民
主
党
が
長
く
や
っ
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
働
く
仲
間
が
い
た
か
ら
だ
。

　

昨
年
の
衆
院
選
前
、
前
原
代
表

が
「
希
望
の
党
で
」
と
提
案
。
直

後
に
小
池
氏
の
「
排
除
発
言
」
が

あ
り
、
安
保
法
制
が
踏
み
絵
に
さ

れ
、
枝
野
氏
が
決
意
し
立
憲
民
主

党
を
結
成
。
北
澤
元
防
衛
相
の「
永

田
町
に
は
一
生
の
友
人
も
い
な
け

れ
ば
一
生
の
敵
も
い
な
い
」
と
い

う
言
葉
が
判
断
の
支
え
に
な
っ
た
。

　

立
憲
民
主
党
結
成
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
ま
っ
と
う
な
政
治
」。
衆

院
選
の
結
果
、
希
望
235
、
立
憲
は

78
立
候
補
で
55
当
選
、
比
例
で

１
千
百
万
票
を
得
て
野
党
第
一
党

に
。
安
倍
政
権
に
対
す
る
不
信
・

怒
り
の
受
け
皿
に
期
待
さ
れ
た
の

だ
と
思
う
。
今
回
の
選
挙
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
が
大
き
く
動
か
し
た
。
立
憲
を

多
く
の
人
が
広
め
て
く
れ
た
。

　

森
友
・
加
計
疑
惑
で
詰
ん
だ
状

態
だ
が
、
安
倍
は
他
人
の
せ
い
に

し
て
乗
り
切
っ
て
い
る
。

　
「
国
民
」
等
と
の
統
合
の
話
し
も

あ
る
が
、
安
易
な
連
合
は
好
ま
し

く
な
い
。「
希
望
」
の
二
の
舞
に
な

　

酷
暑
の
７
月
20
日
、「
宇
宙
物
理

学
部
」
創
部
記
念
イ
ベ
ン
ト
。「
宇

宙
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｔ
℮
Ｎ
Ｑ
」
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

組
合
本
部
の
す
ぐ
近
く
東
京

ド
ー
ム
シ
テ
ィ
黄
色
い
ビ
ル
の
中

に
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
平
日

の
割
に
は
見
学
者
が
多
く
、
親
子

連
れ
、
カ
ッ
プ
ル
な
ど
が
見
学
し

て
い
ま
し
た
。
展
示
品
は
大
し
た

内
容
で
は
な
く
一
般
的
な
宇
宙
開

発
の
歴
史
や
、
星
座
の
模
型
と
か

で
し
た
が
、
若
い
世
代
は
宇
宙
に

関
心
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
老
人
グ
ル
ー
プ

は
我
々
だ
け
で
し
た
。
高
齢
者
も

も
っ
と
関
心
を
高
め
た
ほ
う
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

見
学
を
終
え
、
酒
が
入
り
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
反
省
会
で
、
①

２
～
３
月
に
１
回
程
度
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
。
例
と
し
て
、
科
学
博
物

館
見
学
と
大
江
戸
温
泉
。
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
施
設
見
学
会
。
三
鷹
天
文
台
見

学
と
三
鷹
界
隈
の
探
索
。
長
野
県

へ
天
空
観
察
一
泊
旅
行
。
②
機
関

紙
を
発
行
、
飯
田
橋
博
士
（
岡
沢
）

の
下
、
科
学
的
視
点
で
見
た
事
象

を
論
文
化
す
る
こ
と
な
ど
を
確
認

し
て
散
会
し
ま
し
た
。（
箱
田
）

酷
暑
の
中
、「
宇
宙
物
理
学
部
」
創
部
イ
ベ
ン
ト　
　

「
宇
宙
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｔ
e
Ｎ
Ｑ
」
見
学

東
京
高
齢
者
・
退
職
者
連
合
学
習
会

る
。
野
党
の
共

闘
・
協
力
を
し
っ

か
り
や
り
安
倍

政
治
を
終
ら
せ

た
い
。（
柳
）

小
池
氏
に
か
き
回
さ
れ

ま
っ
と
う
な
政
治
を

安
易
な
連
合
を
求
め
な
い
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通
常
国
会
閉
幕
前
日
の
７
月
19

日
、国
会
正
門
前
で
開
か
れ
た
「
安

倍
政
権
の
即
刻
退
陣
を
要
求
す
る

大
行
動
」
に
約
９
千
人
弱
が
結
集
、

安
倍
政
権
へ
の
抑
え
き
れ
な
い
怒

り
を
爆
発
さ
せ
ま
し
た
。

　

32
日
間
延
長
し
た
国
会
で
、
安

倍
政
権
が
行
っ
た
こ
と
は
、
経
団

連
の
要
望
に
応
じ
た
残
業
代
ゼ
ロ

法
案
・
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
を

増
や
す
カ
ジ
ノ
法
、
自
民
党
の
た

め
の
合
区
救
済
策
の
参
議
院
定
数

改
悪
法
等
の
悪
法
を
強
行
採
決
し

た
こ
と
で
し
た
。
い
ず
れ
も
国
民

の
多
数
が
反
対
も
し
く
は
疑
問
を

示
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

国
会
審
議
は
、
森
友
・
加
計
疑

惑
や
一
連
の
不
祥
事
同
様
、
提
示

デ
ー
タ
は
デ
タ
ラ
メ
、
嘘
を
つ
い

て
説
明
責
任
を
果
た
さ
ず
、
国
民

に
真
実
を
語
ら
な
い
挙
げ
句
は
強

行
採
決
。
ま
さ
に
国
会
を
軽
視
し
、

民
主
主
義
を
否
定
す
る
暴
挙
で
す
。

　

そ
の
上
、
西
日
本
豪
雨
災
害
中

に
「
宴
会
」
を
開
い
て
い
た
こ
と

に
対
す
る
反
省
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
日
の
集
会
で
発
言
し
た
野

党
六
会
派
と
各
運
動
分
野
の
代
表

は
、「
こ
ん
な
政
権
を
許
し
て
い
て

い
い
の
か
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
安
倍

政
権
の
支
持
率
は
回
復
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
闘
い
が
不
足

し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
地
道

な
取
組
み
の
継
続
が
肝
要
で
す
。

主 催：沖縄県民大会に呼応する８．１１首都圏大行動実行委員会
協 賛：「止めよう！辺野古埋立て」国会包囲実行委員会 

賛 同：戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会 

連絡先：電話０９０－３９１０－４１４０ 

（沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック） 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

                     ８月 11 日（土）11：30集合 

 12：30デモ出発 
東池袋中央公園 
（サンシャイン 60隣り、東京都豊島区東池袋 3-1-6） 

地下鉄有楽町線「東池袋」駅５分、 

JR・地下鉄・西武線「池袋」駅 15分 

 

と き 

ところ 

辺野古・大浦湾のサンゴ 

８月の行事・行動カレンダー

●埋めるな！辺野古～沖縄県民大会に呼応す
　る８.11 首都圏大行動
　＜日　時＞　８月 11 日（土）
　　　　　　　　11 時 30 分集合
　　　　　　　　12 時 30 分デモ出発
　＜場　所＞　東池袋中央公園
　　　　　　　（サンシャイン 60 の隣り）
●戦争犠牲者追悼・平和を誓う集会
　＜日　時＞　８月 15 日（水）11 時 50 分
　＜場　所＞　千鳥ヶ淵戦没者墓地
■第 53 回市民文化フォーラム 8・15 集会
　＜日　時＞　８月 15 日（水）13 時 30 分
　＜場　所＞　日本教育会館８階第１会議室
　＜テーマ＞　「８・15」の精神 etc.
　＜参加費＞　1,000 円（参加費各自負担）
●安倍９条改憲 NO ！安倍内閣退陣！８・19
　国会議員会館前行動
　＜日　時＞　８月 19 日（日）16 時 00 分
　＜場　所＞　衆院議員第二会館前歩道

　

安
倍
政
権
は
、
米
軍
新
基
地
建

設
の
た
め
、
８
月
に
辺
野
古
の
海

へ
土
砂
投
入
を
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
辺
野
古
・
大
浦
湾
は

貴
重
な
海
洋
生
物
の
宝
庫
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
海
底
は
軟
弱
地
盤
、

活
断
層
の
存
在
も
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
本
土
な
ら
基

地
を
建
設
で
き
な
い
場
所
で
す
。

　

沖
縄
で
は
、
８
月
11
日
に
大
規

模
な
県
民
大
会
が
計
画
さ
れ
、
首

都
圏
で
も
呼
応
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。
猛
暑
の
中
の
行

動
に
な
り
ま
す
の
で
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
、
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

延
長
国
会
で
や
�
た
こ
と
は
�
過
労
死
と
ギ
�
ン
ブ
ル

依
存
症
を
増
や
し
�
党
利
党
略
で
参
院
定
数
法
を
改
悪

こ
ん
な
政
権
を
許
し
て
い
て
い
い
の
か


